
命とくらしを守る、災害に強い横浜へ 横浜
横浜市消防局を舞台にしたドラマ『119 エマージェンシーコール』。人命救助の最前線に立つ人々の活躍をリアルに描きながら、

緊迫した場面だけでなく、人と人とのつながりや、命に向き合う思いが描かれています。
今回、スペシャルドラマの放映を機に、出演者の清野菜名さんと佐藤浩市さんのお二人と横浜市長が対談。市民の安心・安全を守る

横浜市の取組について語り合いました。

現場に息づく使命感

山中市長（以下 山 ）本日はお忙しい中、あり
がとうございます。 
お二人は、ドラマの中で横浜市消防局の指令管
制員を演じられています。ドラマの撮影前には、
本市消防司令センターを実際にご覧になったと
のことですが、職員の活動を間近で見て、どのよ
うな印象を持たれましたか。 

清野さん（以下 清 ）皆さんのお話を伺い、まず
感じたのは、いきいきした姿と強い使命感で
した。24時間体制という厳しい環境で、体力も
精神力も求められますが、信念を持って業務に
向き合っている姿が本当に頼もしかったです。
ユニフォームを着させていただいた時、服に込め
られた責任感と誇りが伝わってきました。

佐藤さん（以下 佐 ）救急活動や消火活動の仕
事は、普段は意識されにくいのかもしれません

が、安心や安全を支えるプロフェッショナルと
して、本当に欠かせない存在だと改めて感じ
ました。 
山 一人でも多くの命を救うために懸命に動く―
まさに横浜を支える“最後の砦”だと思います。

横浜の救急を支える、119と#7119

佐 今回のドラマ制作にあたり、横浜市消防局
に全面的に協力していただきました。職員の皆
さんの仕事や、直面している現状を、ドラマを
通して少しでも多くの方に届けられたら、と思い
ながら撮影に臨んでいます。
山 横浜市では年間約25万件の救急出動があり
ます。2024年は25.6万件と過去最多で、市民15
人に1人が利用した計算になります。（3面参照）

高齢化や単身世帯の増加により救急需要は
年々増えていますが、その一方で、軽症状の
方の搬送が全体の約半数を占めています。
重い症状の方のもとに確実に救急車が行け
るよう、市では情報提供や相談体制の充実を
進めており、市民の皆さまにとっても、救急車
の適切な利用について知っていただく一助と
なれば幸いです。
清 昨年の連続ドラマを見た視聴者の方から、
「実際に119番通報をすることがあったが、
ドラマのおかげで、イメージがしやすくなり、
落ち着いて伝えられた」という声をいただきま
した。
このお話を聞いて、ドラマが誰かの役に立てる
ことの尊さを改めて感じました。
山 落ち着いて通報できることは、大切な命を
守る力になります。胸の痛みや呼吸の苦しさ、
意識がもうろうとするなど、緊急の症状がある
ときは、ためらわずに“119”で救急車をお呼び
ください。
一方、「救急車を呼ぶべきか迷う」という場合
には、“#7119”（シャープナナイチイチキュウ）に
ご連絡ください。24時間365日いつでも、状況
に応じたアドバイスや、受診先のご案内をして
います。横浜市は、県内で初めて導入し、現在
は全国へと広がっています。

▲消火活動中の消防隊員
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消防× 119
結びに

山 では最後に、横浜市民やドラマを楽しみに
している方へのメッセージをお願いします。

佐 今回のスペシャルドラマは、前作をご覧いた
だいた方にも、初めてご覧になる方にも、きっと
楽しんでいただける作品になっています。これ
までと同じように、2026年も新しい挑戦を重ね
ながら、その一つひとつの中で生まれる感動
を、皆さんにお届けできたらと思っています。
清 一年ぶりに、スペシャルドラマとして戻って
くることができ、とても嬉しいです。私自身、この
作品を通して、命を守る仕事の重みや、支える
方々の思いに触れ、あらためて「人を想う気持
ち」の大切さを感じました。この作品が、誰かを
想いやる、やさしいきっかけになれば嬉しいです。 
山 横浜の消防の現場が主役となるこの作品を、
ぜひ多くの方にご覧いただきたいです。今日お
二人のお話を伺って、あらためて、現場で命を支
える仕事の重みを強く感じました。横浜市として
も、現場をしっかり支えながら、引き続き、安心と
誇りのあるまちづくりを、市民の皆さまと一緒に
進めてまいります。

人と技術で命を守る

清 市民の命を守るという大きな責任を担いな
がら、日々、前向きに現場に立たれている皆さ
んの姿がとても印象的でした。その一つひとつ
の積み重ねが、たくさんの命を支えているのだ
と感じました。
山 救急需要が高まる中、一刻を争う場面も増
えています。横浜市では、デジタルを活用した
救命体制の強化に取り組んでいます。たとえ
ば、現場の映像をリアルタイムで共有できる
システムを導入し、傷病者の状態を映像で確
認しながら、より的確な指示が可能になりまし
た。連続ドラマの中でも、このシステムを使って
いただいていましたね。今後はドローンやAIの
活用も進めながら、「救える命を守る力」を
高めていきます。
佐 人の力と技術の力、両方が合わさることで、
安心を支える仕組みは、より強くなるのだと感じ
ます。安心や安全を支える仕事は、社会の土台と
なる、本当に大切な仕事だと思います。だから
こそ、こうした取組が、多くの方に自然な形で
伝わることが大事だと感じています。

横浜市の救急の現状（2024年）

プロフィール
清野菜名
1994年生まれ、愛知県出身。2007年デビュー。2014年映画『TOKYO 
TRIBE』でヒロインを演じ、第36回ヨコハマ映画祭最優秀新人賞を
受賞。ほかにも第35回日刊スポーツ映画大賞 助演女優賞、第65回
ブルーリボン賞 助演女優賞、第46回日本アカデミー賞 優秀助演女優賞
を受賞。近年の主な出演作に、映画『キングダム』シリーズ、ドラマ『日曜
の夜ぐらいは…』『１１９エマージェンシーコール』などがある。

佐藤浩市
1960年12月10日、東京都出身。1980年、俳優デビュー以降、映画・
ドラマ・CMなど幅広く活躍し、日本アカデミー賞最優秀主演男優賞を
２度受賞するなど、数多くの賞を受賞。日本映画・ドラマ界を代表する俳優
で、映画では『64（ロクヨン）』『Fukushima 50』、ドラマでは『鎌倉殿の
13人』『どうする家康』などに出演し、近年も話題作に出演している。

ドラマ『119 エマージェンシーコール２０2６
YOKOHAMA BLACKOUT』
2025年1月期にフジテレビの「月9」枠で

連続ドラマとして放送。横浜市消防局の通信
指令センターを舞台に、指令管制員たちの“現実
（リアル）”を描く。
１月3日に放送されるスペシャルドラマでは、
横浜を舞台に、年末特有の慌ただしさから来る
通報、AI導入の是非を巡る人間ドラマ、そして未
曽有の大規模停電による多発通報という極限
状況を背景に、指令管制員たち一人ひとりの「仕事と向き合う理由」と「人を助けるというこ
との意味」を深く掘り下げ、全員が総力を尽くしシリーズ最大の試練に立ち向かう姿を描く。

放送終了後よりTVer、FODで無料見逃し配信も実施

●救急出動件数は256,481件で、過去最多 
市民の15人に１人が救急車を利用

●搬送人員は207,472人で、過去最多

映像で安心、応急手当もサポート
『LIVE映像通信システム』
使用の流れ　※通信料は通報者負担となります。

過去7年間の救急出動件数と
搬送人員の推移
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